
プレスリリース 

2026 年 4 月 21 日 

独立行政法人国立科学博物館 

 

当館が所有する“人力飛行機「ストーク」”が 

「航空宇宙技術遺産」に認定されました！ 
                       

                                                            

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国立科学博物館（館長：真鍋 真）が所有する“人力飛行機「ストーク」”が、４月１６

日に、日本航空宇宙学会から「航空宇宙技術遺産」として認定されました。 

 “人力飛行機「ストーク」”は、１９７５年から１９７７年にかけて、日本大学の学生が

卒業研究として開発・研究を行った軽飛行機です。飛行距離２０９３．９ｍという、当時の

人力飛行の世界記録（未公認）を樹立しました。 

日本航空宇宙学会からは、和紙など日本独自のものづくり技術を生かした機体を全て学

生チームで設計製作、飛行して世界記録を樹立し、人間の力だけで飛行できることを世界に

広く認知させたこと、またその結果、多くの人が記録更新を目指して人力飛行機を設計・製

作するようになり、航空技術者の育成にも寄与したこと等が高く評価されました。 

本機体は現在、「ザ・ヒロサワシティ（茨城県筑西市）」内の「科博廣澤航空博物館」にて一般公

開されています。 

科博廣澤航空博物館に展示中の「ストーク B」 航空宇宙技術遺産認定証 



【ストーク B】について ※同一機体の前期を A、後期を B と分けて呼称することがあります 

１９７７年（昭和５２年）１月２日、ストークＢは２０９３．９ｍを飛び、当時の人力飛行の世界記録を作りました。

日本大学理工学部では１９６３年（昭和３８年）以来、航空学科の卒業研究として人力飛行機の研究を行い、リネ

ット型 5 機種(リネットⅡが 91ｍ)、イーグレット型 3 機種(イーグレットⅢが 203ｍ)に続く機体として作られ

たのがストーク型です。ストークＢは、1976年2月29日にロールアウトし、木村秀政教授により「ＳＴＯＲＫ（コ

ウノトリ）」と命名されました。1976 年 3 月に日本記録（ストークＡ）、1976 年 12 月に世界記録(ストークＢ・

同じ機体)を更新しました。０．３～０．４馬力しかない人力で飛ぶために、ストークＢ機は機体重量がわずか３５．

９Ｋｇしかありません。 

ちなみに現在の定義での世界初の人力飛行機は、イギリスのサザンプトン大学で作ったサンパック号で、

1961 年 11 月 9 日、約 45m の距離を飛行しています。 

 

〈諸元〉 

製作：日本大学理工学部  座席：１名   

全長：８．８５ｍ  全幅：２１ｍ  主翼：21.70(㎡)  全重量：３５．９ｋｇ 

 

※世界記録：滞空時間記録４分４３秒（１９７６年１２月３１日）飛行距離記録２０９３．９ｍ（１９７７年１月２日）

（ただし当時人力飛行機はＦＡＩ（国際航空連盟）の公式記録に入っておらず、未公認） 

 

 

【航空宇宙技術遺産】について 

日本航空宇宙学会が我が国の航空宇宙技術発展史を形づくる画期的な製品および技術を顕彰して後世ま

で伝え、今後の航空宇宙技術の発展に寄与することを目的として、我が国の航空宇宙技術発展史上の画期的

な製品および技術に対して、航空宇宙技術遺産を認定するものです。 

 

一般財団法人 日本航空宇宙学会 航空宇宙技術遺産ホームページ 

https://branch.jsass.or.jp/isan/ 

 

 

【科博廣澤航空博物館】について 

 国立科学博物館と一般財団法人科博廣澤航空博物館が、「ザ・ヒロサワシティ（茨城県筑西市）」のテーマパー

ク「ユメノバ」内に２０２１年３月に設立し、２０２４年２月より一般公開を行っている施設です。 

ストーク B のほか、我が国唯一の純国産開発民間輸送機 YS-11 量産初号機や、南極観測で使用したヘリコ

プター（シコルスキーS-58）、零式艦上戦闘機（ゼロ戦）等、当館の所有する重要な航空資料を一般公開してい

ます。 

ザ・ヒロサワシティホームページ 

https://www.shimodate.jp/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

国立科学博物館 産業技術史資料情報センター長 前島 正裕 

経営管理部 研究推進・管理課 研究活動広報担当 

稲葉 祐一  久保田 美咲 

〒305-0005 茨城県つくば市天久保 4-1-1 

TEL:029-853-8984 E-mail:t-shuzai@kahaku.go.jp 


